




 回  覧  

地域の皆様へ 

 
 

令和５年１０月吉日 

浜松市立富塚小学校  

校     長 村松 一彦 

PTA会長 鈴木 秀俊 

富塚小学校 PTA 資源物回収のお知らせ 
 

日頃より、富塚小学校 PTAの活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

富塚小学校 PTAでは、今年度も、資源物回収を下記の通り実施いたしますので、地域の皆様にも、

資源物の提供にご協力いただければ幸いです。 

 

ご提供いただいた資源物の収益は、子どもたちのより良い学校生活をサポートするために活用させ

ていただいております。ですが近年、資源物回収量の減少や買い取り価格の下落等で、収益金が減

っております。裏面をご覧いただき、該当するものがありましたら、少量でも構いませんので下記

集荷場所までお持ちください。※特にアルミ缶の価値が高まっています。ご家庭にありましたら 

ぜひお願いいたします。 
 

回収日：１１月１２日（日） 雨天決行  

午前７時 30 分から８時 15 分までに下記集荷場所にお出しください。 

（小学校正門のみ 9:00 まで受け付けます） 
 

 集 荷 場 所  集 荷 場 所 

１ 杏林堂富塚店駐車場 ４ つね医院鉄塔下 

２ 富塚スポーツセンター ５ 小学校正門駐車場 

３ 富塚北自治会集会所   

 

★ 回収場所は上記の５ヶ所のみとなります。 

 

 

 

 

 

★ 子ども会の資源回収とは、集荷場所が異なる場合があります。 
 

★ 資源物をまとめるときは、必ず紙ひもを使用してください。（ビニールひもを使うと、 

資源物として回収してもらえません） 
 

感染症拡大の影響により、中止になる場合もあります。ご理解のほど宜しくお願いします。 

！ご注意ください！ 

二反田公園前は回収場所ではありません！ 



 ≪富塚小 PTA：資源物の出し方のお願い≫ 

資源物の種類 出し方 注意事項 

アルミ缶 
中をよくすすぎ、ぺしゃんこになるように、しっかりつぶしてお出しく

ださい。 

新聞紙 新聞紙とチラシを分けてくださ

い。それぞれを、必ず紙ひもでし

ばってお出しください。 

これらの資源物をまとめるときに使

えるものは… 

○紙ひもでしばる 

○持ち手が紙製の袋に入れる 

 

*持ち手がプラスチックの紙袋は、持ち

手を外していただければ OK です。 

 

▼こちらは NGです▼ 

× ビニールひも 

× ビニール袋等 

 × ガムテープ 

 × 麻ひも 

チラシ 

ダンボール・空箱・厚紙 

トイレットペーパーの芯 

紙袋 *持ち手は取り外して下さい 

まとめずそのままでも構いませ

んが、まとめる場合は、紙ひもで

しばってお出しください。 

 

※細かい物は、空箱に詰める・紙

袋にまとめるなどしてください。 

雑誌・ノート 

コピー用紙等 

紙ひもでしばってお出しくださ

い。 

牛乳パック 

テトラパック 

よくすすいで乾かし、ハサミで切

り開いてください。バラバラにな

らないように、まとめて紙袋に入

れるか、紙ひもでしばってお出し

ください。 

「普通の牛乳パック」と 

「テトラパック」は分けてお出しく

ださい。 

 

 

 

このマーク↑があるのが「テトラパ

ック」です。 

インクカートリッジ 

インクキャップを外してから、 

ビニール袋にまとめてお出しく

ださい。 

純正品に限ります。 

布類（衣類・布） 

ぬれてしまうと資源物ではなく

なってしまうので、雨や水にぬれ

ないように、ビニール袋などに入

れてお出しください。 

資源物になるものは、 

○綿が少しでも入った衣類や布 

*ファスナーやボタンは付いたままで OK 

▼こちらは NGです▼ 

× 布団、カーペット、中綿の入った 

もの、セーター、毛布 

※ビール瓶・一升瓶の回収はしません。 ※テトラパック、インクカートリッジはベルマークに換算されます。 

朝早い時間からの活動で、集荷場所近隣にお住まいの方々にはご迷惑をおかけし 

申し訳ありません。何卒、ご理解・ご協力をお願い申し上げます。 
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４月に実施された全国学力・学習状況調査の結果について概略をお知らせします。 

◎「教科に関する調査結果」の概観 

 全国の平均正答率との比較 

国語科 〇 本校は上回る 

算数科 〇 本校は上回る 

◎「国語科」の調査結果より 

中心となる語や文を見付けて要約することや、文章の種類や特徴について理解することができま

した。一方、図表やグラフ等を用いて自分の考えが伝わるように、書き表し方を工夫することに課

題がありました。また、記述式の問題での無解答率が高い傾向も見られました。児童が文章を書く

ことに慣れるように、手本を示して書く内容の見通しをもたせたり、推敲のポイントをもとにして、

自分の文章を振り返る時間を確保したりしていきたいと思います。 

◎「算数科」の調査結果より 

 伴って変わる二つの数量について、変化の特徴を読み取ったり、表やグラフなどのデータから、

問題の条件に合う数値を見付けたりすることができました。一方、割り算の筆算では、左図のよう 

に、十の位の上の「２」が、「６０÷３」ではなく、「６÷３」をした結果と答えてい

たり、図形の問題では、示された図の意味を理解できずに誤答したりしている面が見

られました。筆算の学習では、立てた商の意味を確認しながら、筆算の手順を理解で

きるように支援をしていきたいと思います。また、問題を正しく把握するために、資

料から分かることを確認する場面を設定していきたいと思います。 

◎「児童質問紙調査」の結果より 

 「自分にはよいところがあると思う」「人の役に立つ人間になりたいと思う」「先生はあなたのよ

いところを認めてくれていると思う」「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う」「Ｉ

ＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思う」「国語や算数、英語の勉強は大切だと思う」などの項

目が全国平均を上回りました。一方、「読書は好き」「今住んでいる地域の行事に参加している」「学

校に行くのは楽しい」「国語や算数の勉強は好き」などの項目で全国平均を下回りました。 

 調査から、本校では、自己肯定感が高く、人の役に立ちたい、いじめはよくないと考えている

児童が多いこと、児童と教職員との関係が良好であることが分かりました。また、学ぶことの大

切さや、ＩＣＴ機器が学習内容の理解に役立つと感じている児童が多いことも分かりました。 

反面、学校生活や友達との関わりに不安を感じている児童がいることが分かりました。また、

その教科を学習することの大切さは分かっていても、好きになるまでではないという児童が見ら

れ、学習内容が難しくなり、不安感が増しているのではないかと考えました。 

 今後、学校生活の中で、児童が自分の成長を感じ取り、友達と協力して達成感を味わったり、

友達の良さに気付いたりする機会を増やし、学校生活への満足感や楽しさを感じられるようにし

ていきたいと思います。また、教職員が課題に粘り強く取り組む児童の姿を認め励ましたり、友

達との対話やＩＣＴ機器の活用によって課題を解決するなどの支援をしたりすることで、児童が

学習する楽しさを味わえるようにしたいと思います。児童一人一人が有用感を高め、よりよい自

分を目指して成長できるように育んでいきたいと思います。      教務主任 江間慎一郎 
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